
平
和
に
、
幸
せ
に
「
生
き
る
権
利
」
を
「
市
民
の
手
で
！
」

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

６
期
24
年
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
生
き
る
権
利
を
市
民
の

手
で
！
」
を
守
り
、実
現
す
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
国
に
対
し
、
暮
ら
し
の

場
か
ら
も
の
を
言
っ
て
い
き
ま
す
。

憲
法
９
条
を
守
り
、「
新
た
な
戦
前
」
と
言
わ
れ
る
時
代

を
乗
り
越
え
る
平
和
人
権
施
策
を
提
案
し
、
歴
史
の
過

ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
覚
悟
で
取
り
組
み
ま
す
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

人
権
行
政
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
包
摂
）
と
は
、

多
様
性
を
尊
重
し
、
違
い
が
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
を

許
さ
ず
、
誰
も
排
除
し
な
い
で
助
け
あ
っ
て
共
に
生
き

る
た
め
の
理
念
で
す
。
こ
の
理
念
は
危
機
の
時
こ
そ
力

を
発
揮
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
国
立
市
で
そ
の
こ

と
を
み
ご
と
に
実
証
し
ま
し
た
。

生
活
の
危
機
、
環
境
の
危
機
、
そ
し
て
超
高
齢
社
会
を

迎
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
、

危
機
を
乗
り
越
え
る
政
策
を
提
案
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

当
事
者
参
画
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

国
立
市
は
、
こ
の
４
年
で
、
あ
ら
ゆ
る
当
事
者
の
参
画

に
よ
り
全
国
に
先
駆
け
る
人
権
施
策
が
い
く
つ
も
で
き

ま
し
た
。
私
の
議
員
と
し
て
の
役
割
は
、
当
事
者
と
行

政
を
つ
な
ぎ
、
個
別
問
題
解
決
の
手
助
け
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
か
ら
国
立
市
の
新
た
な
人
権
施
策
が
生

ま
れ
る
ま
で
を
伴
走
す
る
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

これからも
ソーシャルインクルージョンのまちづくりを

みんなで進めます！
～もっと当事者参画、もっと人権行政～

上村和子　3 つの約束

上村和子  活動レポート　こぶしの木　号外（2023.3.5）

生きる権利を市民の手で！

上村和子
う え む ら か ず こ

国立市議会議員／現職 6 期
無所属    一人会派《こぶしの木》



★
平
和

・
平
和
首
長
会
議
・
多
摩
26
市
エ
リ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
を
担
う
国
立

市
が
中
心
と
な
り
、
国
に
向
け
て
発
信
力

を
持
つ
平
和
事
業
を
推
進
さ
せ
ま
す
。

・
語
り
継
ぐ
伝
承
者
育
成
事
業（
広
島
、
長

崎
、
東
京
大
空
襲
）
を
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
加
害
者
と
し
て
の
戦
争
を
語
る
語

り
部
育
成
事
業
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

・
立
川
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
・
配

備
に
反
対
し
ま
す
。

★
人
権
行
政
―
国
立
市
役
所
を
３
６
５

日
24
時
間
稼
働
す
る
理
想
の
市
役
所
に

・
国
立
市
役
所
の
す
べ
て
の
課
に
人
権
担

当
を
お
き
ま
す
。

・
人
権
侵
害
を
受
け
た
被
害
者
が
、
早
い

段
階
か
ら
相
談
が
で
き
、
救
済
・
再
発
防

止
に
ま
で
到
る
実
効
的
な
し
く
み
を
つ

く
り
ま
す
。

・「
く
に
た
ち
人
権
月
間
」
を
ま
ち
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

・
当
事
者
を
真
ん
中
に
置
い
た
人
権
博
物

館
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
日
常
生
活
を
、

施
設
か
ら
地
域

へ
、
病
院
か
ら
地

域
へ
移
行
で
き

る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
３
６
５
日
24
時
間
対
応
で
き
る
拠
点「
地

サ
ポ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
つ
く
り
ま
す
。

・
国
立
を
介
護
の
ま
ち
に
し
ま
す
。

★
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

・
女
性
支
援
新
法
の
国
立
版
を
、
女
性
た

ち
自
身
の
手
で
作
り
ま
す
。

・
婚
外
子
差
別
な
ど
現
在
の
戸
籍
や
婚
姻

制
度
が
生
む
差
別
や
偏
見
に
よ
る
障
壁

を
な
く
し
、
多
様
な
家
族
の
個
が
尊
重
さ

れ
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

・
人
権
の
視
点
で
性
の
多
様
性
が
あ
た
り

ま
え
に
な
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

★
教
育

・
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
幼

い
時
か
ら
分
け
な
い
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
実
現
し
ま
す
。

・
朝
鮮
学
校
等
外
国
人
学
校
や
森
の
幼
稚

園
な
ど
多
様
な
教
育
を
保
障
し
ま
す
。

・
み
ん
な
の
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
校

を
つ
く
り
ま
す
。

・「
い
く
つ
に
な
っ
て

も
学
び
た
い
」
と
い
う

願
い
を
支
え
る
夜
間

中
学
校
を
つ
く
り
ま

す
。

・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

を
実
現
し
、
学
校
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ

て
は
自
校
式
給
食
が
可
能
な
給
食
室
を

つ
く
り
ま
す
。

・
施
設
が
老
朽
化
し
た
公
民
館
の
全
面
改

修
を
、
地
球
温
暖
化
や
市
民
の
高
齢
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
、　

市
民
が
参
加
し
て

実
現
し
ま
す
。

・
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
強
化

し
、学
習
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
ま
す
。

・
郷
土
文
化
館
を
直
営
に
戻
し
、
郷
土
博

物
館
に
し
ま
す
。

・
公
民
館
を
市
民
の
学
習
権
を
保
障
す
る

社
会
教
育
機
関
と
し
て
、
直
営
・
無
料
・

無
差
別
の
運
営
に
よ
り
継
続
・
発
展
さ

せ
ま
す
。

★
福
祉

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ
く
す
べ
て

の
子
ど
も
を
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
こ
ど
も
基
本
条
例
を
つ
く
り
ま
す
。

・
年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
居
住
福
祉
と
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

行
け
る
福
祉
有
償
運
送
の
制
度
を
つ
く

り
ま
す
。

・
生
活
に
困
難
を
抱
え
る
人
が
、
早
い
段

階
で
相
談
で
き
、
安
心
し
て
生
活
保
護

が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

・
地
域
で
働
け
る
仕
事
を
つ
く
り
ま
す
。

★
環
境
・
ま
ち
づ
く
り

・
大
き
な
木
の
樹
冠
被
覆
を
守
り
、
自
然

の
生
態
系
を
守
る
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

・
生
ご
み
や
落
ち
葉
を
堆
肥
化
し
、
農
地

を
残
し
、
有
機
農
業
に
循
環
さ
せ
て
い

く
し
く
み
・
仕
事
を
つ
く
り
ま
す
。

・
化
学
物
質
過
敏
・
低
周
波
過
敏
、
香
害

な
ど
、「
新
し
い
公
害
」
か
ら
、
市
民
の

健
康
を
守
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

・
地
下
水
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）
汚
染
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
解

決
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

当
事
者
参
画
で
進
ん
だ

国
立
市
の
人
権
施
策

・
困
難
を
抱
え
た
女
性
へ
の
支
援

　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
、
Ｄ
Ｖ
や
貧
困

等
の
困
難
を
抱
え
た
女
性
を
包
括
的
に

個
別
支
援
す
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
条
例
に
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
入
れ
、
職
員
向
け

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成
し
ま
し
た
。

・
婚
外
子
差
別

　

当
事
者
団
体
か
ら
の
政
策
提
案
を
受

け
、
婚
外
子
差
別
を
し
な
い
た
め
の
窓
口

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
個
人
通
報
制
度

導
入
、実
態
調
査
を
実
現
し
ま
し
た
。

・
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

い
ち
早
く
「
自
宅
療
養
支
援
室
」
を
立

ち
上
げ
、
生
活
物
資
の
配
達
、
し
ょ
う
が

い
し
ゃ
や
高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
な
い

医
療
・
介
護
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

構
築
し
ま
し
た
。

・
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
個
別
支
援

　

３
６
５
日
24
時
間
の
在
宅
介
護
を
保

障
す
る
個
別
支
援
を
維
持
し
ま
し
た
。

・
年
末
年
始
に
お
け
る
困
難
者
支
援

　

年
末
年
始
の
生
活
困
窮
者
や
コ
ロ
ナ

相
談
へ
の
対
応
を
実
現
し
ま
し
た
。

・
生
活
保
護

　
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
を
利
用
者
な

ど
の
意
見
を
聞
き
、
権
利
保
障
の
視
点
に

よ
る
改
訂
を
実
現
し
ま
し
た
。

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
幼
児
教
育
支
援

　

朝
鮮
学
校
な

ど
多
様
な
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
子

ど
も
た
ち
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
、
国

の
調
査
研
究
に
率
先
し
て
取
り
組
む
な

ど
、
幼
児
教
育
無
償
化
の
先
駆
的
な
実
践

を
行
い
ま
し
た
。

・
し
ょ
う
が
い
を
も
っ
た
こ
ど
も
へ
の
サ

ポ
ー
ト

　

安
心
し
て
保
育
園
や
学
校
や
学
童
に

通
え
る
よ
う
に
、
看
護
士
や
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り

・
農
業
公
園

　

城
山
南
の
生
産
緑
地
を
買
い
取
り
、

農
業
公
園
に
し
て
、
市

民
が
参
加
す
る
自
然

農
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
積
極
的
に
農
地
を
残
す
取
り
組
み

も
行
い
ま
し
た
。

・
堆
肥
の
活
用

　

給
食
残
渣
の
堆
肥
化
だ
け
で
な
く
、
そ

の
堆
肥
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
市
役
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

市
役
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
善
を
提

案
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
後
、
課
長
等
に
よ
り

検
証
と
整
備
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
計
に
深
刻
な
影
響
を

う
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
訴
え
を

受
け
て
、
国
立
市
の
文
化
芸
術
条
例
に
基

づ
く
支
援
を
求
め
、
当
事
者
の
声
を
聞
く

中
で
支
援
策
を
考
え
る
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。

上村和子  活動レポート　こぶしの木　号外（2023.3.5）

６
期
目
の
４
年
間
を
振
り
返
る

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

▲向谷地生良さん講演会「べてるの家から
生まれた当事者研究に学ぶ」の対談でコー
ディネーターを務めました。（2023.1）

◀加害者としての戦争を語る会で、講師の
高瀬毅さんと。（2023.2）

▲ 3/11 講 演 会 の 打 合 せ の た
め、前川喜平さんをお訪ねし
ました。（2023.2） 第二小学校で。樹木伐採を減らし

散歩道をつくりたいと、現地で職
員の説明を聞きました。（2022）

車いすで石田街道を進む上村。アブナイ
道を実際に体験する社会実験。（2023.2）

国立市議会 2023 年第 1 回定例会で一般
質問を行う上村和子。（2023.2.28）

オスプレイ反対議員行動に参加、国
立駅南口駅前でアピール (2023)

朝鮮学校の子どもたちの命と健康を守る
公的保障を求める学習会で報告 (2022.9)

国立市が購入した城山南の農地



上 村 和 子 の 基 本 姿 勢

天野誠一郎（「かいゆう」評議員）しょうがい
しゃが住みやすいまちはだれもが住みやすい
まちです。それをめざしているのは上村さん。
今後も活躍してください。

秋山淳子（野党共闘をすすめる　埼玉女性の
市民連合共同代表）

明峯敦子（トトロの畑主宰）

稲川恵子（くにたち夢ファーム Jikka）困難な
状況にいる人に寄り添うことは、粘り強さと
心が必要です。長年それをやってきた上村和
子さんを応援します。

猪俣京子（「ハムケ・共に」）こどもの人権をこ
れほど深く理解している人はいません。

遠藤良子（女性の居場所 Jikka）「女性支援新法」
の苗をくにたちに植えよう

長田米子（北在住）
押田五郎（清掃人権交流会）誰もが人らしく

生きていける社会を創ろう！

澤田宏子（国立市みんなの学校づくり市民プ
ロジェクト）上村さんが、学校の先生だった
ら、校長だったら、すぐに「みんなの学校」
ができちゃいます。そんな上村さんを私は応
援します。

瀧柳洋子（国立市しょうがいしゃ団体等協議
会）

田島すみ子（東在住）

田中須美子（なくそう戸籍と婚外子差別・交
流会）婚外子差別を人権問題として国立市に
つないでくれた上村和子さんを応援します。

龍野瑶子（加害者としての戦争を語る会）出
会ってから 20 年、ずっと変わらず常に弱い
立場の人と共に闘ってくれる上村さん。こん
なに頼りになる議員さんは他にはいません！

藤原田鶴子（西在住）

降矢洋子（画家）

三井絹子（全国公的介護保障要求組合委員長）
重度しょうがいしゃがあたりまえに生きられ
るまちを、一緒につくり、一緒に生きていけ
る議員は上村さんです。

三井俊明（「生きる権利を市民の手で！」
の会代表）ソーシャルインクルージョン
のまちづくりを共に！

山家悠紀夫（暮らしと経済研究室）徹底して
弱い立場の人の側に立って活動してきた上村

和子さんは、国立になくてはならない議員さ
んです。

宇都宮健児（元日本弁護士連合会会長）

木村英子（参議院議員）上村和子さんが当事
者と共に実践してきた「人権が保障されるま
ちづくり」。しょうがいがある人もない人も
共に生きられるインクルーシブな社会を実現
してくれる力強い存在です。ぜひ応援してく
ださい。

前川喜平（現代教育行政研究会）すべての人
の命と自由と平等と幸せが大切にされる社会
をつくる。そのためにたゆまぬ努力を続けて
こられた上村和子さんを応援します。

山本太郎（参議院議員）

1955 年　長崎市生まれ
1978 ～ 82 年　長崎県立高校教諭
1985 年～　国立市に居住
1991 年～　三小 PTA・一中 PTA・国立高校 PTA など／滝乃川学園非常勤職員
1999 年 4 月～　国立市議会議員。6 期目。福祉保健委員会ののち、現在は総

務文教委員会所属。一貫して人権派議員として活動。

これからも ソーシャルインクルージョンのまちづくりを みんなで進めます！

●
憲
法
を
守
り
活
か
す
こ
と
。
１
９
４
６
年
、
戦
争
の
反
省
に
立
ち
、

日
本
国
憲
法
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
和
・
人
権
の
憲
法
を
守
り
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
輩
の
井
上
ス
ズ
さ
ん
は
、
二
度
と
戦
争
の
加
害
者
に
な
ら
な
い
、

国
に
だ
ま
さ
れ
な
い
と
い
う
決
意
で
議
員
に
立
候
補
し
、
８
期
32

年
間
、
市
民
主
体
の
地
方
自
治
を
実
践
し
ま
し
た
。

●
１
９
９
９
年
に
私
は
井
上
ス
ズ
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、

当
選
し
て
以
来
６
期
24
年
間
、

無
所
属
・
一
人
会
派
の
議
員
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

●
人
は
だ
れ
も
が
生
ま
れ

て
か
ら
死
ぬ
ま
で
幸
せ

に
生
き
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。
大
切
な
い
の
ち

を
守
り
、
保
障
す
る
の

が
政
治
の
役
目
で
す
。

●
人
間
は
、
一
人
ひ
と
り

違
い
ま
す
。
違
い
を
認
め

合
っ
た
上
で
助
け
合
い
な

が
ら
生
き
て
い
く
の
が
人

権
の
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
人
権
の
視
点
に
立
ち
、
常

に
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
側
か
ら
考
え
、
発
言
し
、
行
動
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。 

差
別
や
切
り
捨
て
を
許
さ
ず
、
だ

れ
も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
「
ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る
」「
ひ
と
り
で
も
あ
き
ら
め

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
く
に
た
ち
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
ま
ち
に
す
る
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

〒 186-0003
国立市富士見台 3-32-4 日商岩井マンション 1110

☎ 090-1814-8371　fax 042-574-2646
E-mail:kazuko-kobushinoki@ezweb.ne.jp

https://ikiru-kenri.jp/   https://lit.link/kazukouemura

上村和子 プロフィール 連 絡 先

上村和子さんを応援します

政策検討会でたくさんの声が出されました（2023.2）

大学通りを散策しながら、若者にまちの歩みなどを話す上村和子


